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令和 4 年度予算要望書 

現在、世界は新型コロナウイルス感染症という大きな困難に直面しており、我

が国においても景気の悪化や社会活動の停滞など社会経済面に甚大な影響を受

けています。本市としてもコロナ対策と社会経済活動の両立を計りながら、ポス

トコロナ時代を見据え、持続可能なまちづくりに取り組んでいるところです。 

このような中、令和 4 年度は医療系専門学校から始めての卒業生が誕生する

ことや、図書館等複合施設「まちやま」の完成、県央基幹病院の着実な建設、国

道 289 号八十里越の開通を５年後に予定されるなど、持続可能な都市に向けて

の槌音が聞こえています。 

これらのことを踏まえ、令和 4 年度の予算編成にあたっては多様化する市民

ニーズに的確に対応するとともに、市民が選びたくなる三条市にむけ、まちづく

りを推進するため以下の事項について要望いたします。 



予算要望事項 

１ 総務部 

＊若い世代の政治参加を促し、意見を聞く仕組みづくり 

＊女性管理職の登用推進、各種審議会における女性委員の登用率アップ 

＊防災会議における女性委員の登用 

 

２ 市民部 

*資源エネルギーの有効活用と脱炭素化・地球温暖化防止の推進 

＊マイナンバーカードの普及とデジタル化の推進 

＊「デジタル活用支援員」の充実 

＊空き家対策の推進と、空き家・空き地の利活用対策の研究 

＊市民が安心して暮らし続けることが可能な、デマンド交通の拡充 

＊「食品ロス」の削減の推進 

＊新婚世帯に新居の住居費などを補助する、新婚生活支援事業の推進 

＊三条市犯罪被害者等支援条例の制定 

 

 

 



３ 福祉保健部 

＊新型コロナワクチン３回目接種を円滑に行う体制の構築 

＊認知症高齢者のための個人賠償責任保険事業の導入 

＊がん患者に対する医療用ウイッグや乳房補正具の購入補助の推進 

＊障がい者の相談支援体制の強化と通所施設の拡充 

＊県央基幹病院の開院に向け、医療体制の見直しを含めた魅力あるまちづくり

の推進 

＊ヤングケアラーの支援充実 

＊低所得世帯への灯油大の補助 

 

４ 経済部 

＊中小・小規模事業者へのプッシュ型伴奏支援の強化（事業継承支援や人材確保

支援） 

＊奨学金返還支援補助金制度の導入 

 

５ 建設部 

＊安定した除雪体制の確保と、通学路の除雪の推進 

 



６ 教育委員会 

＊図書館等複合施設の完成に伴う、学校図書館との連携推進 

＊小中学校生にオーケストラ演奏を聴く機会の提供 

＊小中学校の女子トイレに生理用品を常備 

＊子宮頸がんワクチン積極的勧奨と時期を逃した対象へのキャッチアップ 

 


